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　第29回浮城祭が10月19日，20日の

２日間にわたって開催されました。

　今年のテーマには「浮城　伸びしろ 

昇華しろ！！！」を掲げ，浮城祭実行

委員会として学生自治会が春から計

画，準備を行ってきました。体育館イベントやスタンプ

ラリー企画の開催，各コースやサークルからの学生模擬

店の出店，ステージでの演奏やダンスなど，学生をはじ

め，教職員の皆さま，地域の皆さまにも楽しんでいただける浮城

祭をお届けできたのではないかと感じています。当日は多くの皆

さまにご来場いただき，うれしく思っています。第29回浮城祭の

開催に際してご協力くださいました皆さま，大変ありがとうござ

いました。

　来年度，浮城祭は30回目

の開催を迎えます。今後も

さらにパワーアップし，地

域の皆さまにももっと楽し

んでいただける浮城祭にし

ていきます！

 （２年　立河華鈴）

実習室をオリエンテーリングしている姿 オリエンテーリングをゴールした後にグループで写真撮影 体育館での座談会

　４月20日（土）に，午前は三原警察署による

薬物防犯講習会と，学生自治会主催の交流会が

行われたのちに，午後はコース主催の交流会を

実施しました。看護学コース主催交流会は，学

修支援アドバイザーの２～４年生の先輩たちが

昨年に引き続き，三原キャンパス建物内のオリ

エンテーリングと座談会を企画し準備・運営を

してくれました。１年生は看護学コースの先輩

や教員とともに，学内を走り回りオリエンテーリングしていました。その後，体育館で座談会を行いました。座

談会では，２～４年生の先輩の進行の元，入学して間もない時期の１年生たちは自己紹介や近況を話したり，教

員や先輩にテスト対策やアルバイトなど学生生活に関する質問をしたり等話は尽きずあっという間に終了時間と

なっていました。最後に参加者全員で集合写真を撮りました。 （土路生明美）
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看護学コース交流会の最後に参加者で記念撮影をしました
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１～４年生の授業紹介

　この科目では，人間にとっての日常生活行動の意義を理解し，日常生

活を支援する看護技術の基本的な方法を学びます。授業は演習を中心に

進め，事例を用いて学生同士で看護師役と患者役を体験しながら，より

よい援助方法を探究していきます。看護技術に関する科学的知識や手順

の根拠について学びを深めるだけでなく，援助を受ける患者の気持ちを

理解するとともに，看護師として必要な基本的姿勢を身につけることを

目標としています。また，バイタルサインの測定・観察の演習では，卒

後３年目の現役看護師による学修支援を行っています。臨床での経験を

踏まえた実践的なアドバイスを得

る機会となり，卒業生アドバイ

ザーは身近なロールモデルとなっ

ています。自分の将来の目標にむ

けて，仲間と切磋琢磨しながら看

護技術の習得に励んでいます。

 （奥田玲子）

日常生活援助方法論Ⅰ１年生

小児の健康と看護２年生

急性期看護実習３年生

　３年次後半の授業は多くが臨地実習となり，臨床の場において既習

の知識や技術を統合し看護を実践します。

　急性期看護実習（３週間）では，健康状態の急激な変化のある患者・

家族の看護を学修します。まず，クリティカルケア実習で，ICU，手術室，

ハートセンターの看護師から看護の実際，環境の特徴，医療チームの

連携や看護師の役割を学びます。 クリティカルケア実習：広島ハートセンター

　小児の健康と看護（２年次・必修科目）は，乳児期から思春期に至る

子どもと家族の特性を理解し，社会の動向をふまえながら１人ひとりの

子どもが自分のもてる力を十分に発揮できる看護を実践するための小児

看護学の基礎を学びます。子どもとふれあう機会が少なくなっている学

生にとって，子どもと関わる基本的な姿勢や知識がわかりやすくイメー

ジしやすいように，視聴覚教材や

フィールドワーク，グループワーク

を取り入れて学修します。

　子どもの成長発達の特徴や健康問

題，各発達段階に応じた関わり方の

ポイントを学び，講義後には「観察

の大切さがわかった」「実習が楽し

み」「子どもを意識して見るように

なった」等の感想が聞かれました。

 （松森直美）

ボディメカニクスを用いた体位変換臥床患者のシーツ交換

バイタルサインの測定・観察
卒業生アドバイザーによる指導


